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公開特許一覧ホームページアドレス　https://rd.doshisha.ac.jp/rd/collab/patent_list.html

同志社大学知的財産センター　TEL：0774-65-6900  E-mail：jt-chiza@mail.doshisha.ac.jp

同志社大学 特許情報

同志社大学には、研究開発によって生まれたさまざまな知的財産があります。
これらの中で特許登録された発明を紹介します。ご興味をもたれた皆さまからのご連絡をお待ちしています。

Patent Information

特許についてのお問い合わせ先

系統連系インバータシステムの制御方法
２０２４年

２０２０年

８月

１０月

８日

２８日

登録日

出願日

発明者

特許番号

出願番号

権利者

【目的】
従来よりも簡潔な制御系を用いた系統連系インバータシステムの安定的な制御方法を提供する。
【手段】
フィードバック制御系、フィードフォワード制御系およびドループ制御系を含む制御系を用い
て、三相の系統連系インバータシステムを構成するインバータをαβ座標系で制御する方法と
して、以下の工程を含む。（Ｓ５）三相の電流ｉｕ，ｉｖ，ｉｗおよび電圧ｖｕ，ｖｖ，ｖｗの瞬時値を取得。
（Ｓ６）前記Ｓ５で取得した電流ｉｕ，ｉｖ，ｉｗおよび電圧ｖｕ，ｖｖ，ｖｗの瞬時値に基づき、αβ座標系
の電流ｉαβおよび電圧ｖαβをαβ変換により求める。（Ｓ７）前記Ｓ６で求めた電流ｉαβおよび
電圧ｖαβに基づき、前記ドループ制御系により前記フィードバック制御系に対するαβ座標
系の電圧指令値ｖｒαβを求める。（Ｓ８）前記Ｓ６で求めた電流ｉαβおよび電圧ｖαβ、前記Ｓ７
で求めた電圧指令値ｖｒαβに基づき、αβ座標系の制御入力ｕαβを求める。（Ｓ９）前記Ｓ８で
求めた制御入力ｕαβに基づき、三相の制御入力ｕｕ，ｕｖ，ｕｗを、逆αβ変換により求める。
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系統連系インバータ（太陽光発電、風力発電等に提要可能）適用分野・用途

特許第７５３５７８２号

特願２０２０－１８０１８０

学校法人同志社

親水性ポリマー架橋網目ヒドロゲル及び活性酸素抑制剤

加藤利次、井上馨、大上皓
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活性酸素抑制剤（医薬品、医薬部外品、化粧品、機能性食品等として適用可能）適用分野・用途

特許第７４９７８８０号

特願２０２０－５６９５８４

学校法人同志社 人見穣、奥田夏未

３日６月

【目的】
脳梗塞、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、炎症性腸疾患等の疾患に深く関与している活性酸素（ＲＯ
Ｓ）を抑制するために、過剰なＲＯＳを感受して抗酸化剤を放出する活性酸素抑制剤を提供する。

LIAISONをお届けします！
LIAISONは年3回発行しています。こちらよりお申し込みください。
https://rd.doshisha.ac.jp/rd/collab/newsletter/news_magazine.html

【手段】
新規な活性酸素抑制剤として、マンガンテトラキス（4-カルボキシフェニル）ポルフィリンと、
マンガンテトラキス（4-カルボキシフェニル）ポルフィリン同士を接続するポリエチレングリ
コール鎖を有するリンカーＬと、を含み、マンガンテトラキス（4-カルボキシフェニル）ポル
フィリンを網目内に有するポリエチレングリコール架橋網目ヒドロゲルを用いる。

本発明における制御フロー

本発明による出力インピーダンスの周波数特性

２４日１月

ポリエチレングリコール
架橋網目ヒドロゲルの概要 ＭｎＴＣＰＰの構造

リンカーの構造

ＳＯＤ活性の時間経過 カタラーゼ活性の時間的経過
















